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共同研究グループ「漁場利用の比較研究」「日本列島周辺海域における水産史に関する総合的研究」 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

神奈川大学日本常民文化研究所・国際常民文化研究機構 

〒221-8686 横浜市神奈川区六角橋 3-27-1  

Tel: 045-481-5661（代）  Fax: 045-481-3155  URL http://icfcs.kanagawa-u.ac.jp 

 

○東急東横線「白楽駅」下車 徒歩 13分 

○横浜駅西口バスターミナルから横浜市営バスを利用（東神奈川駅西口経由） 

【1 番乗場 36 系統】 菅田町/ 緑車庫行-約 14分-神奈川大学入口」または「六角橋西町」下車  

【1 番乗場 82 系統】 八反橋/ 神大寺入口行-約 14分-神奈川大学入口」または「六角橋西町」下車 

＊ どなたでも参加できます。事前の申し込みは不要です。参加無料  

共同研究 成果発表会 

➢➢「雑魚」「地魚」「ハレの魚」としての回游魚をめぐる歴史民俗    

橋村 修    13:10―13:50 
 

➢➢再考、魚名の研究 ―アワビの民俗分類と命名―   

安室 知    13:50―14:30 
 

➢➢20世紀初頭のカナダ西岸における日本人漁業移民 ―サケを獲るひと・運ぶひと―    

河原典史    14:30―15:10 

➢➢昭和 20年代における水産物の輸出についての考察 ―スルメを事例として― 
中居 裕    15:30―16:10 

 

➢➢平戸藩領益冨組の取揚鯨と捕鯨漁場 ―原史料と筆写稿本の融合活用― 
末田智樹    16:10―16:50 

  

➢➢➢➢➢共同研究の総括および総合討論 
伊藤康宏・田和正孝      16:50―17:30 

日時： ２０１４年２月１５日（土） 1３:00－17:40  

会場： 神奈川大学横浜キャンパス １号館 308会議室 
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『漁場利用』班と『水産史』班の合同成果発表会 

Session 1 

Session 2 

Session 3  

文部科学省認定 共同研究拠点 

神奈川大学 国際常民文化研究機構 

International Center for Folk Culture Studies 

 

 



 

 

 

 

魚 と人の関係史 

―『漁場利用』班と『水産史』班の合同成果発表会― 
 

 

13:00―13:10 開会挨拶                  小熊誠（共同研究事業担当） 

 

 

■ Session 1 ■                   司会進行・若林良和 

 

13:10―13:50 「 “雑魚” “地魚” “ハレの魚” としての回游魚をめぐる歴史民俗」 

橋村修 

13:50―14:30 「再考、魚名の研究 ―アワビの民俗分類と命名―」 

安室知 

14:30―15:10 「20 世紀初頭のカナダ西岸における日本人漁業移民 

―サケを獲るひと・運ぶひと―」            河原典史 

 

15:10―15:30 休 憩 

 

 

■ Session 2 ■                      司会進行・足立泰紀 

 

15:30―16:10 「昭和 20年代における水産物の輸出についての考察 

―スルメを事例として―」                         中居裕 

16:10―16:50 「平戸藩領益冨組の取揚鯨と捕鯨漁場 

―原史料と筆写稿本の融合活用―」                       末田智樹 

       

■ Session 3 ■ 

 

16:50―17:30 共同研究の総括および総合討論           田和正孝・伊藤康宏 

 

 

17:30―17:40 閉会挨拶          前田禎彦（国際常民文化研究機構運営委員長） 

 

国際常民文化研究機構  共同研究グル―プ 合同成果発表会（公開） 
 日時：２０１4年 2月 15日（土）  13:00 ～ 17:40 

会場： 神奈川大学 横浜キャンパス 1号館 308会議室 

主催：共同研究グル―プ 「漁場利用の比較研究」 および 「日本列島周辺海域における水産史に関する総合的研究」  

 


